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団栗（どんぐり）の背くらべ
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相生山の四季を歩く会 2015.10.11～ 相生山のドングリを比べてみよう ～
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翌年熟す

種名 漢字表記 殻斗 熟期

ブナ 橅 落葉 光沢のある葉 端正で波状の鋸歯 4つに割れる 当年

ミズナラ 水楢 落葉 鋸歯は鋭い 葉柄が短い やや膨らむ 当年

アカガシ 赤樫 常緑 鋸歯がない 成木の樹皮ボロボロ ふかふか 翌年

ウラジロガシ 裏白樫 常緑 葉裏が白蝋質 葉の縁が波打つ 薄く深い 翌年

　　　　　　　　　主な特徴

種名 殻斗 熟期

コナラ 落葉 膨らまない 当年

アベマキ 落葉 トゲ（総苞片）翌年

クリ 落葉 イガ 当年

アラカシ 常緑 小さく浅い 当年

自生？植栽？逃げ出し？

　広範囲に分布　葉は個体差多い

昭和30年代以降　高木に生育

クヌギ･クリと類似　　樹皮アバタ

特徴

資料作成は「日本どんぐり

大図鑑」偕成社などによる

ブナ科樹木の果実

堅果＋殻斗 子葉は高カロリー

相生山では果実未発見
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相生山の四季を歩く会2015.10.11

連 絡 先 （古川）

tell/fax 052-821-6463

ｹｲﾀｲ 080-5124-6463
e-mail：viva_forest@yahoo.co.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: ラブリーアース → 検索

相生山の「道路予定地」を 歩いてみよう
名古屋市緑政土木局職員の同行で 「立ち入り禁止区域」を視察

①日時：10月21日（水）【予備日10月23日（金）】 13：00～14：30
場所：下山畑～１号橋梁西詰（稲田口ギャップ）

②日時：10月28日（水）【予備日10月30日（金）】 13：00～14：30
場所：相生口～２号橋梁東詰（梅畑南東階段下）

定員は１0数名程度 集合は公共交通機関利用で ヘルメットは貸与

要申込み １０月１３日（火）まで 先着優先
※時間帯については 申込状況によって変更になる可能性があります

次回 11月 8日（日） 9：30 スタート

～ 体感しよう 森に 広がる秋 ～

樹木の彩り 野鳥や虫の息づかい 季節が巡る

自然は許しているのか（抜粋）

哲学者 内山 節

現代の人間たちは、人間中心主義の発想に陥りやすい。そして

人間の利益だけでものごとを考えるようになると、最後は自分の

考える人間の利益に固執してしまう。それは多くの場合対立を生

む。それよりは上野村の年寄りたちのように、自然が許すかどう

かを考えながら生きている人たちの方が高尚だ。

沖縄・辺野古の海を埋め立て米軍基地をつくることを、沖縄の

自然は許しているのだろうか。実質的な改憲である安保法制を自

然は許しているのか。軍事力を増強して威嚇し合う現代世界のあ

り方を、自然は喜んでいるのか。原発再稼働を、自然は許可して

いるのだろうか。

こんな発想でものごとを考えてみるのもいいだろう。すくなく

とも「最後には私が決める」などといっている首相よりはずっと

ましだ。

近年亡くなった世界的な文化人類学者であるレヴィ・ストロー

スは、自然に包まれた思考を失ったとき、人間は自分自身を破壊

するようになったと述べていた。とすると上野村の年寄りたちの

発想は、大事な視点をもっていることになる。

そして、もしも自然が許さないのなら、現在の政治の動きも最

終的にはどこかで壊されるということだ。自然が求める平和へと

着地しないかぎり、持続する政策は形成できないだろう。

とすると安保法制が国会で可決されたからといって、終わりで

はないはずなのである。自然は許さないと私は本気で思っている。

中日新聞 9月27日 コラム「視座」より

2015 秋 いろいろ ご案内

今年の間伐 始まりました

岐阜七宗神渕のﾋﾉｷ人工林

ゆっくり のんびり

体験 山仕事

参加随時受付
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